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中国の環境行政における中央と地方の関係の再構築に関する研究 

―ゲーム理論の応用による分析― 

 

40 年前に「改革開放」政策が実施され、市場経済への体制移行期に入ってから、中国に

おける中央-地方の関係は二段階に大別できる。1994 年以前の「集権の中の分権」とその

後の「分権の中の集権」である。1994 年以降は、分税制改革により、税関、税務、金融な

ど中央政府と地方政府の利益が対立しやすい多くの分野において垂直管理が行われた。中

央のマクロコントロールが強化され、行政の非効率性はある程度改善されているが、例え

ば地方政府は「土地財政依存症」となった。また食品安全問題が多発した。さらに、地方

政府は経済成長志向が強く、環境問題が深刻化した。最近では、工商行政管理や食品薬品

監督管理などにおいて、省クラス以下での垂直管理が撤廃され、地方政府の責任を強化す

る動きがみられる。 

 中央政府は 2016 年に「省クラス以下の環境保護機構による測定・監察・法律実行活動

において、垂直管理制度を採用することに関する指導意見」（以下、「指導意見」と呼

ぶ）を公布した。環境行政においても垂直管理を推進していると見られる。「指導意見」

では、環境保護に対する全責任を省政府が負い、省政府が省内の統一的なルールを制定と

実行を行うことが明確化され、これまでの垂直管理制度をさらに一歩進めるための改革と

考えられるのである。 

 中国において多様な分野で実行されている垂直管理制度について、経済学的視点からの

先行研究はあまり多くなく、議論は不十分と考えられる。さらに、環境保護分野の垂直管

理制度についての議論は経済学の視点からは展開されていない。以上の理由により、本研

究では、既存研究を参考にしながら、ゲーム理論を用いて「指導意見」が実施されてから

の垂直管理制度が環境保護分野においてうまく機能しているかどうかを明らかにしたい。 

本論の分析から、垂直管理制度が導入されると、環境問題に関する情報の非対称性が、

中央と地方の間である程度解消することができると言える。一方、地方政府は環境保護に

対する全責任を負いながら、垂直管理を行うため、監督費用が従来より高くなると言え

る。それを克服するために、住民参加への道を開く必要性があると考えられる。 
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